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[研究 目的]

 バ ラ ン シ ン (George Balanchine, 1904-1983) は

舞 踊 にお ける物語 的 (narrative) な 要 素 を抑 え、

音楽 に合 わせ た身体の美 しさを追求 した振付 家で

ある。彼 の振付 スタイルの形成 には、物 語の筋書

きを持 たず、古典的 なバ レエの技 法 を用いた身体

の動 きか ら成 る 「白のバ レエ」(1)が 関 わっている

ように思 われ る。そ こで本研 究では、彼 の振付 ス

タイルを解 く鍵 と して、 白のバ レエ との関係 か ら

考察す るこ とを目的 とす る。

[研究方法]

 バ ラ ン シ ンの 初期 の作 品 〈アポ ロ〉(Apollon

Musag6te, 1928)〈 セ レナーデ〉(Serenade、1934)

と他 の振付家 による白のバ レエ作品のVTR、 先 行

研究 、文献等 を参考 に し、振付ス タイルの特 質に

ついて考察す る。 また、バ ランシンと30年 間 に及

ぶ コラボ レーシ ョンを行 った作 曲家 ス トラヴ ィン

スキーの自伝 と音楽論Poetics of Music等 を手掛 か

りに しなが ら、振付 スタイルの形成 について探 る。

[研究結果及 び考察]

1 白 のバ レエ とその理念

白のバ レエは、ロマ ンテ イックバ レエの時代 に

起 源 を持 つが、その踊 りは古典的 なバ レエの技法

に基づ き、音楽 に合わせ た身体の動 きその もの を

見せ る傾 向 にあ った。プ テ ィパ (Marius Petipa,

1818-1910) は バ レエの技法 を高度 に発展 させ るこ

とによ り、白のバ レエ の形式化 を進め た。バ ラン

シンは これ を加速 して密度 の濃 い もの に し、その

技 法 を強調 する形式主義(2)の 立 場 を採 った と思 わ

れる。

2 音 楽 との関係

ス ト ラ ヴ ィ ン ス キ ー (Igor Stravinsky, 1882-

1971) は 〈アポ ロ〉の作 曲に際 し、舞踊 の本 質は

色彩や装飾 を排 除 し、 クラ シック ・バ レエ の技法

か ら成る厳 格な形式 を持 つ白のバ レエ によって明

らか になる と考えていた。彼 の音楽 は、音 と沈黙 、

瞬間 と持 続 とい う二つの対立契機 の関連づ けを基

に、音 と意 との問 を遮断 し、音素材 の堆積 による

静的 ダイナ ミズム (daynamic calm)(3)か ら構成 さ

れ る。バ ランシンは彼 の音 楽に従 いなが ら、 クラ

シック ・バ レエの技 法の組 み合わせ に よる動 きと

動 きの間のつ なが りを断つス タッカー ト ・ス タイ

ル(4)を 採 用す る ことに よ り、作 品の抽 象 性を高

めてい った と考え られる。

3 〈アポロ ×セ レナーデ〉-pointeworkの 考 察-

バ ランシンの 白のバ レエは身体の動 きが、空間

における立体 的な構 図、身体 の明確 な輪郭 とい っ

た純粋 な形式 を表す ためにな される意味合 いが強

い。 またプテ ィパ のクラシ ック ・バ レエ の技法の

崩 し方 が、バラ ンシ ンの振付 ス タイルを特徴づ け

ている と考 え られる。 そこで本研究 では初期 の作

品 〈アポ ロ〉〈セ レナー デ〉につい て、主 と して

女性 のpointework (ポ ワ ン トを履いた脚の使 い方)

に焦 点を当てて考察 を行 った(5)。 ポ ワ ン トはロマ

ンテ ィック ・バ レエの時代 には空 中に浮 いている

ような効果 を出す ために用 い られ、 またプテ ィパ

の時代 には クラシ ックのテクニ ックやポーズの明

快 さを保 ち、提示す る意味合 いが強 く、いず れ も

「点」 としての用 い方が主流 であった。 これに対

し、〈アポロ〉〈セ レナーデ〉に特徴的 なのは、ま

ず第一 に、膝 を伸 ば したパ ・ド・プ レ、前へ のグ

ラ ン ・バ ッ トマ ンといった垂直 なライ ンを強調す

る ことに よって時 間を細分化す る ようなステ ップ

である。 第二 には、群舞が上体 を斜 めに傾 けたア

ラベス クや ピケに よって空 間を加速 しなが ら水平

に切 り込 んでい くような動 きである。 また第三に、

螺旋状 に脚を下 ろす 回転 、重心 をず らして斜 めに

倒 れ込 むオ フ ・バラ ンスのステ ップ といった空 間

に3次 元 的な曲線 を描 くステ ップである。 さらに

これ らは、音 楽の リズムに従 ってその速度 や強度

が決定 される ように思 われる。 この ことか ら、バ

ランシンは音 楽 と緊密 に関係 し、時間や空間 を分

節化 しなが ら舞踊の ダイナ ミズム を形 成 していっ

た と考え られる。
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